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きょうの紙面

◆
コ
ロ
ナ
禍
で

は
一
部
企
業
で

リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
が
導
入
さ

れ
、
地
方
移
住

の
動
き
が
注
目

を
集
め
た
。
現
在
は
完
全
出

社
へ
の
回
帰
が
進
み
、
首
都

圏
へ
の
転
入
超
過
も
コ
ロ
ナ

禍
前
の
水
準
に
戻
っ
た
が
、

多
く
の
県
で
転
出
が
止
ま
ら

ず
、
地
方
と
都
市
部
の
医
療

イ
ン
フ
ラ
格
差
が
広
が
り
続

け
て
い
る
◆
薬
剤
師
の
地
域

別
偏
在
指
標
に
も
そ
の
実
態

が
反
映
さ
れ
て
い
る
が
、
地

方
の
薬
剤
師
不
足
を
解
消
す

る
た
め
、
大
学
で
は
地
域

枠
入
試
制
度
の
設
置
や
人
材

確
保
に
向
け
て
自
治
体
と
連

携
す
る
動
き
が
活
発
に
な
っ

て
い
る
。
明
治
薬
科
大
学
で

は
、
一
昨
年
度
に
新
設
し
た

地
域
枠
に
定
員
を
上
回
る
人

数
が
志
望
し
、
越
前
宏
俊
学

長
は
「
志
を
持
っ
た
人
が
受

験
し
て
く
れ
て
お
り
、
で
き

る
限
り
長
く
地
域
枠
を
継
続

し
た
い
」
と
手
応
え
を
語
る

◆
薬
剤
師
不
足
地
域
に
学
生

を
派
遣
す
る
文
部
科
学
省
予

算
事
業
に
参
加
す
る
東
海
地

区
薬
系
４
大
学
で
も
、
実
習

を
通
じ
て
地
域
医
療
に
関
心

を
持
つ
学
生
が
着
実
に
増
え

て
い
る
と
い
う
◆
都
市
部
の

大
学
は
地
方
の
若
者
を
惹
き

つ
け
て
き
た
が
、
蓄
積
し
た

知
識
と
人
材
を
地
方
の
ニ
ー

ズ
に
還
元
す
る
こ
と
が
人
口

が
急
減
す
る
地
方
活
性
化
の

カ
ギ
と
な
る
。

　

社
会
保
障
審
議
会

医
療
保
険
部
会
は
16

日
、
医
療
保
険
制
度

改
革
の
う
ち
、
薬
剤

給
付
の
あ
り
方
に
関

す
る
議
論
を
開
始
し

た
。
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬

の
保
険
給
付
の
あ
り

方
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
医
師

委
員
が
「
時
期
尚
早
」
と
す
る

一
方
、
保
険
者
委
員
な
ど
か
ら

保
険
給
付
除
外
を
求
め
る
声
も

出
た
。
選
定
療
養
が
導
入
さ
れ

た
長
期
収
載
品
に
関
し
て
も
先

発
品
と
後
発
品
の
差
額
を
全
額

患
者
負
担
に
す
べ
き
と
の
意
見

が
複
数
あ
っ
た
。

　

こ
の
日
の
部
会
で
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ

　

中
央
社
会

保
険
医
療
協

議
会
総
会
が

17
日
に
開
か

れ
、
２
０
２

６
年
度
調
剤

報
酬
改
定
で

の
後
発
品
調

剤
体
制
加
算

の
あ
り
方
を

め
ぐ
り
議
論

し
た
。
後
発

品
調
剤
割
合

が
90
％
を
超

え
る
薬
局
が
増
加
す
る
中
、
森

昌
平
委
員
（
日
本
薬
剤
師
会
副

会
長
）
は
「
医
療
現
場
で
の
安

定
し
た
提
供
体
制
を
確
保
す
る

た
め
の
評
価
は
不
可
欠
」
と
評

価
継
続
を
主
張
し
た
の
に
対

し
、
支
払
側
委
員
は
「
後
発
品

使
用
促
進
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

　

厚
労
科
研
の
１
年
目
事
業
で

は
、
薬
局
薬
剤
師
の
口
腔
の
健

康
サ
ポ
ー
ト
能
力
向
上
を
目
的

に
歯
科
医
師
監
修
の
ウ
ェ
ブ
・

実
地
研
修
で
構
成
さ
れ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
構
築
し
た
。

　

２
年
目
と
な
る
24
年
度
は
研

修
を
修
了
し
た
健
康
サ
ポ
ー
ト

薬
局
の
薬
剤
師
39
人
に
参
加
し

て
も
ら
い
、
27
薬
局
の
来
局
者

の
う
ち
同
意
を
取
得
し
た
３
１

４
人
を
無
作
為
に
介
入
群
と
非

介
入
群
に
分
け
、
薬
剤
師
が
両

群
に
対
し
て
口
腔
の
健
康
状
態

に
関
す
る
調
査
と
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
配
布
を
行
い
、
介
入
群
に
は

口
腔
の
健
康
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ

た
。

　

介
入
内
容
は
支
援
資
材
を
用

い
た
薬
剤
師
に
よ
る
説
明
や
セ

類
似
薬
の
保
険
給
付
の
あ
り
方

見
直
し
を
め
ぐ
り
城
守
国
斗
委

員
（
日
本
医
師
会
常
任
理
事
）

は
、
患
者
の
自
己
判
断
に
よ
り

重
篤
疾
患
の
早
期
発
見
・
治
療

の
機
会
逸
失
等
を
懸
念
し
、「
時

期
尚
早
で
あ
り
反
対
」
と
の
姿

勢
を
示
し
た
。
村
上
陽
子
委

員
（
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会

前
副
事
務
局
長
・
代
理
人
が
発

言
）も「
慎
重
な
検
討
が
必
要
」

と
同
調
し
た
。

　

渡
邊
大
記
委
員
（
日
本
薬
剤

師
会
副
会
長
）
は
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医

薬
品
に
つ
い
て
「
全
て
の
薬
局

で
安
定
的
に
流
通
経
路
が
確
保

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

全
薬
局
で
同
一
の
品
目
が
揃
え

ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
っ

た
課
題
も
踏
ま
え
、
医
療
保
険

制
度
の
枠
組
み
の
中
で
議
論
し

て
い
く
も
の
」
と
薬
局
の
現
況

に
対
す
る
理
解
を
求
め
た
。

　

一
方
、
北
川
博
康
委
員
（
全

国
健
康
保
険
協
会
理
事
長
）

は
「
保
険
者
全
体
の
厳
し
い
財

政
状
況
を
踏
ま
え
る
と
保
険
適

用
除
外
も
考
え
て
ほ
し
い
。
い

き
な
り
完
全
な
除
外
は
無
理
だ

が
、
せ
め
て
一
部
の
適
用
除
外

に
よ
る
自
己
負
担
導
入
を
前
向

き
に
検
討
す
べ
き
」と
訴
え
た
。

　

中
村
さ
や
か
委
員
（
上
智
大

学
経
済
学
部
教
授
）
も
「
今
ま

で
も
多
忙
な
ど
の
理
由
で
セ
ル

フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
Ｏ
Ｔ

Ｃ
医
薬
品
を
使
用
し
て
き
た
人

は
お
り
、
そ
れ
で
問
題
が
見
ら

れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ

類
似
薬
を
保
険
給
付
の
対
象
か

ら
除
外
し
て
も
問
題
が
生
じ
る

と
は
考
え
に
く
い
」
と
指
摘
し

た
が
、
い
ず
れ
の
委
員
も
小

児
、
慢
性
疾
患
患
者
、
低
所
得

者
な
ど
へ
の
配
慮
が
必
要
と
の

認
識
は
一
致
し
た
。

　

ま
た
、
長
期
収
載
品
の
選
定

療
養
に
つ
い
て
は
、

中
村
氏
が
「
後
発
品

が
先
発
品
に
劣
っ
て

い
る
エ
ビ
デ
ン
ス
が

な
い
た
め
医
療
保
険

で
給
付
す
べ
き
で
な

い
。
先
発
品
を
使
用

し
た
場
合
の
後
発
品

と
の
価
格
差
は
患
者

の
自
己
負
担
に
す
べ

き
」
と
求
め
た
。

　
「
医
療
上
の
必
要

性
」
に
つ
い
て
は
、

「
医
療
上
の
必
要
性

が
生
じ
得
る
エ
ビ
デ

ン
ス
が
全
く
出
て
こ

長
期
品
は
全
額
負
担
要
求
も

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬

医療保険部会

保
険
除
外
に
賛
否

な
い
」
と
指
摘
。
佐
野
雅
宏
委

員
（
健
康
保
険
組
合
連
合
会
会

長
代
理
）
も
、「
先
発
品
と
後

発
品
の
価
格
差
の
全
額
ま
で
負

担
を
拡
大
す
る
こ
と
も
検
討
す

べ
き
。
医
療
上
の
必
要
性
に
つ

い
て
も
厳
格
な
精
査
が
必
要
」

と
求
め
、
同
様
の
意
見
が
保
険

者
委
員
な
ど
か
ら
相
次
い
だ
。

と
し
て
の
役
割
は
終
え
た
の
で

廃
止
す
べ
き
」
と
応
酬
し
た
。

　

森
氏
は
「
後
発
品
使
用
率
が

上
が
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
薬

局
で
は
先
発
品
・
後
発
品
の
両

方
の
備
蓄
管
理
、
患
者
へ
の
後

発
品
の
説
明
な
ど
の
業
務
は
継

続
し
て
い
く
も
の
だ
。
医
薬
品

供
給
不
安
の
解
消
の
出
口
は
見

え
て
お
ら
ず
、
１
年
前
か
ら
悪

化
し
た
と
い
う
薬
局
が
43
・

１
％
に
上
る
」
と
薬
局
の
厳
し

い
状
況
を
説
明
し
た
。

　

そ
の
上
で
「
26
年
度
改
定
で

後
発
品
に
関
す
る
診
療
報
酬
上

の
評
価
を
止
め
て
し
ま
え
ば
歯

を
食
い
し
ば
っ
て
頑
張
っ
て
い

る
現
場
の
心
が
折
れ
て
し
ま

う
。
患
者
へ
の
安
定
し
た
医
薬

品
提
供
の
た
め
に
対
応
し
て
い

る
現
場
の
努
力
を
押
せ
る
よ
う

な
視
点
が
重
要
」
と
評
価
の
継

続
を
要
求
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
支
払
側
の
松

本
真
人
委
員
（
健
康
保
険
組
合

連
合
会
理
事
）
は
「
後
発
品
調

剤
体
制
加
算
は
廃
止
し
、
地
域

支
援
体
制
加
算
に
後
発
品
調
剤

割
合
や
カ
ッ
ト
オ
フ
値
を
設
定

し
て
基
準
を
満
た
さ
な
い
場
合

に
減
算
す
る
仕
組
み
に
移
行
す

べ
き
」
と
要
求
し
た
。

　

ま
た
、
支
払
側
の
各
委
員
も

同
加
算
の
廃
止
を
求
め
た
。

中
医
協
総
会

後発品調剤加算で応酬
「廃止か継続」の議論に
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厚
労
科
研 
口
腔
健
康
サ
ポ
ー
ト
に
効
果

　

健
康
サ
ポ
ー
ト
薬
局
の
薬
剤
師
が
地
域
住
民
の
口
腔
の

健
康
サ
ポ
ー
ト
を
半
年
に
わ
た
っ
て
実
施
す
る
こ
と
で
歯

科
受
診
率
が
上
が
り
、
受
診
に
よ
り
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ

ル
（
口
腔
機
能
の
低
下
）
で
な
い
者
の
割
合
が
増
加
す
る

こ
と
が
、
２
０
２
４
年
度
厚
生
労
働
科
学
研
究
（
研
究
代

表
者
：
慶
應
義
塾
大
学
薬
学
部
山
浦
克
典
教
授
）
で
明
ら

か
に
な
っ
た
。
研
究
開
始
時
点
で
定
期
歯
科
健
診
受
診
者

は
、
非
受
診
者
に
比
べ
て
非
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の
割
合

が
大
き
か
っ
た
が
、
薬
剤
師
の
介
入
に
よ
り
非
受
診
者
が

受
診
行
動
を
起
こ
す
こ
と
で
非
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の
割

合
が
定
期
歯
科
健
診
受
診
者
と
同
程
度
ま
で
増
え
た
。

ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
の
指
導
等
と

な
っ
て
お
り
、
６
カ
月
間
に
初

回
、
約
３
カ
月
後
、
約
６
カ
月

後
の
計
３
回
行
い
、
定
期
歯
科

健
診
の
受
診
率
向
上
と
口
腔
の

健
康
状
態
の
変
化
等
を
比
較
し

た
。

　

デ
ー
タ
解
析
対
象
者
は
２
５

４
人
だ
っ
た
。
初
回
時
点
で
定

期
歯
科
健
診
の
非
受
診
者
は
介

入
群
で
31
・
８
％
、
非
介
入
群

で
28
・
８
％
だ
っ
た
。
非
受
診

者
の
う
ち
６
カ
月
時
点
で
予

約
・
受
診
を
し
て
い
た
者
は
介

入
群
で
34
・
１
％
、
非
介
入
群

で
16
・
７
％
と
介
入
群
の
ほ
う

が
有
意
に
多
か
っ
た
。

　

一
方
、
介
入
群
と
非
介
入
群

を
合
わ
せ
た
対
象
者
全
体
で
解

析
す
る
と
、
初
回
か
ら
６
カ
月

後
の
非
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の

割
合
の
変
化
は
、
初
回
の
非
受

診
群
の
う
ち
６
カ
月
間
で
受

診
・
予
約
し
た
者
で
は
30
％
か

ら
60
％
へ
と
有
意
に
増
加
し
、

定
期
歯
科
健
診
受
診
者
と
同
レ

ベ
ル
ま
で
改
善
し
た
。

　

最
後
ま
で
受
診
し
な
か
っ
た

者
の
非
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の

割
合
は
、
初
回
の
33
・
３
％
か

ら
６
カ
月
経
過
後
で
は
47
・

４
％
と
受
診
者
群
に
比
べ
て
小

さ
い
伸
び
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

研
究
班
は
「
定
期
的
に
歯
科

健
診
を
受
診
し
て
い
な
い
人
だ

け
で
見
た
場
合
に
介
入
群
の
方

が
６
カ
月
後
ま
で
の
受
診
・
予

約
者
が
多
く
、
薬
剤
師
が
口
腔

健
康
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
受

診
行
動
を
起
こ
す
動
機
づ
け
に

な
る
」
と
考
察
。

　

健
康
寿
命
延
伸
に
向
け
た
施

策
の
一
環
と
し
て
健
康
サ
ポ
ー

ト
薬
局
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る

と
し
た
。

　

ま
た
、「
薬
局
に
お
け
る
非

歯
科
健
診
受
診
者
の
洗
い
出
し

が
重
要
」
と
指
摘
。
現
状
で
は

薬
局
に
お
い
て
歯
科
受
診
を
確

認
す
る
の
は
薬
剤
師
が
意
識
的

に
口
頭
で
行
う
し
か
な
く
、
マ

イ
ナ
保
険
証
の
紐
付
け
に
よ
る

健
診
の
確
認
が
可
能
に
な
る
の

と
同
時
に
、
歯
科
健
診
の
受
診

の
有
無
に
関
し
て
も
確
認
で
き

る
よ
う
な
仕
組
み
の
構
築
を
求

め
た
。

　

一
方
、
健
康
サ
ポ
ー
ト
薬
局

に
勤
務
す
る
薬
剤
師
を
対
象
に

口
腔
の
健
康
サ
ポ
ー
ト
に
特
化

し
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
、
受
講
し
た
薬
剤

師
で
は
口
腔
の
健
康
サ
ポ
ー
ト

に
関
す
る
自
信
が
付
き
、
薬
局

で
口
腔
の
健
康
サ
ポ
ー
ト
を
行

う
意
識
が
向
上
す
る
効
果
も
確

認
さ
れ
た
。

　

今
後
、
薬
剤
師
向
け
の
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
や
構
成
を

検
討
し
、
研
修
を
全
国
に
展
開

し
て
い
く
必
要
性
も
示
し
て
い

る
。

薬
剤
師
介
入
で
歯
科
受
診
率
増


